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　新
型
コ
ロ
ナ
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
は
国
内
の
経
済
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
、
相
次
ぐ
物
価
の
高
騰
は
私
た
ち

の
生
活
に
も
打
撃
を
与
え
て
い
ま
す
。
今

か
ら
約
一
〇
〇
年
前
の
大
正
時
代
末
期
か

ら
昭
和
初
期
に
も
金
融
恐
慌
に
よ
り
日
本

経
済
が
低
迷
し
、
米
・
繭ま

ゆ

な
ど
農
産
物
価

格
の
下
落
に
よ
っ
て
農
村
は
疲
弊
し
、
国

民
の
生
活
に
暗
い
影
を
落
と
し
ま
し
た
。

　当
時
、
こ
の
不
況
で
約
三
〇
万
円
（
現

在
の
約
一
億
九
千
万
円
）
の
負
債
を
抱
え
、

こ
れ
に
関
連
し
て
納
税
の
不
振
、
教
員
ら

へ
の
給
料
支
払
い
の
延
滞
な
ど
色
々
な
問

題
が
重
な
っ
て
い
た
中
谷
村
で
は
、
青
年

団
を
中
心
に
節
約
の
た
め
禁
酒
禁
煙
運
動

の
気
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ

れ
が
当
時
全
国
的
に
盛
り
上
が
っ
て
い
た

非
常
時
農
村
経
済
更
生
運
動
と
相
ま
っ
て
、

中
谷
村
の
宗
本
素
男
村
長
は
こ
の
不
況
か

ら
村
を
建
て
直
す
た
め
、
昭
和
八
年
（
一

九
三
三
）
一
月
一
日
か
ら
神
酒
と
六
〇
歳

以
上
の
村
民
を
除
き
、
挙
村
一
致
で
五
年

間
徹
底
的
に
禁
酒
禁
煙
を
実
行
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。

　元
々
、
禁
酒
運
動
は
キ
リ
ス
ト
教
の
教

義
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、
大
正
時

代
に
な
る
と
健
康
被
害
や
社
会
問
題
へ
の

取
り
組
み
な
ど
社
会
運
動
の
一
環
と
し
て

進
め
ら
れ
て
い
き
、
岡
山
市
で
も
大
正
十

二
年
（
一
九
二
三
）
に
は
、
禁
酒
運
動
の

拠
点
と
し
て
禁
酒
会
館
も
建
て
ら
れ
ま
し

た
。　こ

う
し
た
背
景
を
持
つ
禁
酒
運
動
は
、

農
村
で
は
少
し
意
識
が
異
な
り
節
約
の
手

段
と
し
て
考
え
ら
れ
、
県
内
で
も
中
谷
村

が
実
行
す
る
前
の
大
正
十
一
年
、
勝
田
郡

公
文
村
（
現
美
作
市
）
で
は
、
当
時
の
新

聞
『
山
陽
新
報
』
に
よ
る
と
「
消
費
節
約

の
実
行
方
法
を
協
議
し
、
六
〇
歳
以
上
の

老
人
を
除
き
、
毎
月
一
の
つ
く
日
は
禁
酒

禁
煙
、
生
魚
、
塩
魚
、
牛
肉
ま
で
禁
ず
る

こ
と
を
決
議
し
、
こ
の
成
績
に
よ
っ
て
は

一
年
中
禁
酒
禁
煙
を
実
行
し
て
消
費
節
約

を
徹
底
す
る
方
針
で
あ
る
。」
と
あ
り
ま

す
。
町
内
で
も
上
齋
原
で
は
大
正
十
三
年

か
ら
赤
和
瀬
で
三
年
間
、
昭
和
二
年
（
一

九
二
七
）
に
は
六
〇
歳
以
上
を
除
く
全
村

民
が
生
活
難
の
対
策
と
し
て
禁
酒
を
行
っ

た
よ
う
で
す
。
当
時
は
ど
こ
の
農
村
も

ひ
っ
迫
し
た
状
況
に
あ
り
、
全
国
的
な
流

行
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　そ
れ
で
も
中
谷
村
の
五
年
間
に
わ
た
る

長
期
の
禁
酒
禁
煙
と
い
う
決
断
は
当
時
で

も
異
例
で
、

宗
本
村
長

の
強
い

リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
な

し
で
は
実

行
で
き
な

か
っ
た
で

し
ょ
う
。

中
谷
村
が

こ
れ
を
実

行
し
た
一

年
後
、
昭
和
九
年
一
月
二
十
九
日
の
『
山

陽
新
報
』
に
は
「
早
く
も
効
果
が
あ
り
、

納
税
率
が
高
ま
り
個
人
団
体
の
貯
蓄
が
増

口
増
額
を
示
し
、
村
費
が
年
一
万
三
千
円

か
ら
一
万
五
千
円
で
あ
る
中
、
昭
和
四
年

以
降
の
飲
酒
喫
煙
代
が
年
二
万
円
要
し
て

い
た
た
め
、
こ
れ
ら
が
す
べ
て
節
約
で
き

た
と
意
気
込
ん
で
い
る
。」
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。

　こ
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、
時
の
総
理

大
臣
・
斎
藤
實ま

こ
と

首
相
は
「
非
常
時
農
村

振
興
の
声
が
や
か
ま
し
く
叫
ば
れ
て
い
る

折
か
ら
、最
も
感
ず
べ
き
こ
と
で
あ
る
…
」

と
激
賞
し
、
揮き

毫ご
う

（
毛
筆
の
書
）
が
贈
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
倹
者
多
福
」

と
書
か
れ
た
こ
の
揮
毫
は
、
二
月
一
日
に

中
谷
小
学
校
に
お
い
て
岡
山
県
禁
酒
同

盟
・
三
浦
会
長
か
ら
宗
本
村
長
へ
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
五
年
間
の
成
果
に
つ
い
て
は

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
村
長
、
そ
し

て
村
民
に
と
っ
て
は
計
り
知
れ
な
い
忍
耐

の
期
間
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
現
代
で

は
到
底
実
行
不
可
能
な
政
策
で
す
が
、
当

時
の
疲
弊
す
る
農
村
の
実
態
を
如
実
に
表

し
て
い
ま
す
。
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